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Abstract

   The purpose of this study was to clarify relations between the triangle zone of the block and the 
spike decision rate of the opponent. And it is the purpose to give a suggestion for the block skills 
and the training methods of the block tactics to raise transition performance of the F University 
women’s team.
   The observed games were 28 games 108 sets of the 2012 Autumn League Match between 8 
intercollegiate Women’s Volleyball teams in Kyusyu. The number of appearance of the block and 
the number of the spike decision of the opponent were investigated. To clarify whether there was 
difference in the spike decision rate of the opponent by a triangle zone of the blocks, chi-square 
test was performed. And it was compared and examined whether there was difference in the 
block appearance rate of the F University women’s team and the spike decision of the opponent.
   The major result of this study were as follows :
1) The appearance rate of the perfect 1 block and the perfect 2 blocks were 22.78% and 56.15% 

respectively. The appearance rate of the incomplete 1.5 blocks were 19.93%.
2) The opponent spike decision rate of the perfect 1 blocks and the perfect 2 blocks were 

33.73% and 24.96% respectively. The opponent spike decision rate of the incomplete 1.5 
blocks were 36.40%. 

3) The appearance rate of the incomplete 1.5 blocks at the opponent attack after the reception 
was 22.45%. Also The appearance rate of the incomplete 1.5 blocks at the opponent attack 
from the rally was 17.18%. Therefore, the block skill and the block tactics for the attack after 
the reception are important.

4) The block appearance rate of the Fukuoka University women’s team was the almost same as a 
result of the whole league match. In addition the opponent spike decision rate of the Fukuoka 
University women’s team was the almost same as a result of the whole league match.

A Study on the Block of Volleyball
― On the triangle zone in the block of the college women’s volleyball team ―

実践研究
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Ⅰ　はじめに

　バレーボールゲームで勝利するためには、サー

ブ後の相手攻撃を切り返して得点を取る、ファー

スト・トランジッション能力が重要であると米沢 7）

8）は指摘している。このトランジッション能力が高

まると、相手の攻撃を切り返すことによって、ス

パイク得点が増加し、連続得点を獲得できるよう

になる。したがって、ゲームに勝利する確率も高

くなる。

　トランジッションによって得点を取るためには、

相手の攻撃をブロックで弱化し、レシーブし易く

すること。そして、セッターがレシーブ後の攻撃

を組み立て、攻撃者のスパイク能力を十分に発揮

させることが必要である。

　この相手の攻撃に対するディフェンスに関して、

Gordon Myforth1）は、ブロックとディグ（スパイク

レシーブ）をコーディネイトするトータルディフェ

ンスの考え方が重要であると指摘している。そし

て、ブロックとディグを関連付けることが重要で

あると述べている。

　つまり、相手の攻撃を切り返して得点を取るト

ランジッション能力を高めるには、まずブロック

とディグによるトータルディフェンスの能力を高

めることが重要であるといえる。

　蔦宗 5）は、関東大学男子 1 部リーグ戦を対象に、

ブロック枚数と相手のスパイク決定率について調

査した。このとき、完成ブロックと不完全ブロッ

クに分け、相手のスパイクの決定率にどのような

差があるかを検討した。その結果、1 枚ブロック、

2 枚ブロック、3 枚ブロック時の相手スパイク決定

率は、それぞれ、54％、39％、33％であった。この

ことより、ブロック枚数が多くなるにしたがって、

相手のスパイク決定率が下がり、ブロック決定率

が上昇することを明らかにしている。不完全ブロッ

クに対する相手のスパイク決定率は、0.5 枚 79％、

1.5 枚 78％、2.5 枚 71％と、ブロック枚数にかかわ

らずスパイク決定率が高いことも明らかにしてい

る。また、不完全なブロックのブロック決定率は、0.5

枚 1％、1.5 枚 1％、2.5 枚 2％となり、ほとんどブロッ

クが発生しないことも明らかにしている。蔦宗 5）は、

不完全なブロック状態で作り出される空間を三角

ゾーンと名づけた。そして、トランジッション能

力を高めるためには、三角ゾーンを作らないこと

と、高速バレーに対しては 1 枚ブロックで対応す

ることが望ましいと結論づけている。

　トランジッション能力を高めるためには、ブロッ

クとディグによるトータルディフェンスの能力を

高めることが必要である。そのためには、蔦宗 5）

が指摘するように、相手のスパイク決定率を高め

るような不完全なブロックによる三角ゾーンを作

りださないことが重要であると考えられる。

　吉田 12）は、ブロック戦術について、現在の速い

シンクロ攻撃に対応するディフェンス側は、バン

チ・リードブロックを基本とすること。そして、

サイドから高速攻撃が多い局面では、スプレッド・

リードで構えるのが一般的であると述べている。

大学女子においても、基本的にはバンチ・リード

ブロックを用いているチームが多く、このような

ブロック戦術が、ブロック時の三角ゾーンを作り

だしている可能性があると考えられる。

　小川 3）は、大学男子を対象に、ブロックにおけ

る三角ゾーンを作りだすことは、ブロックの効果

率を低下させるだけでなく、ディフェンスの効果

率を下げることも明らかにしている。このことか

らも、ブロックの三角ゾーンを作り出すことは、

ブロックとディグを含めたトータルディフェンス

の能力を低下させるとともに、相手のスパイク決

定率を高めることになる。したがって、ブロック

の三角ゾーンをつくり出すことは、自チームのト

ランジッション能力を大きく低下させ、ゲームに

勝利することを難しくさせる。

　このようなことから、ブロックの三角ゾーンと

相手のスパイク決定率の関係を明らかにするとと

もに、いかに三角ゾーンを作りださないかという、

ブロックトレーニングやブロック戦術の開発は、

大変重要なテーマになる。

　そこで本研究は、九州大学バレーボール女子 1

部リーグ戦を対象に、ブロックの三角ゾーンと相

手のスパイク決定率の関係を明らかにすることが
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目的である。また、それとともに、同リーグに所

属する F 大学のブロック能力を比較検討すること

で、トランジッション能力を高めるためのブロッ

ク技術とブロック戦術のトレーニングに示唆を与

えることが目的である。

Ⅱ　研究方法

１　対象
　平成 24 年度九州大学バレーボール秋季女子リー

グ戦 1 部リーグ 28 試合（108 セット）を対象とした。

２　測定項目
1） 相手の攻撃に対して、ブロックの参加人数を明

らかにするため、蔦宗 5）の基準を参考に、表 2

のように 0.5 枚、1 枚、1.5 枚、2 枚、2.5 枚、3

枚の 6 場面に分けた。

2） ブロックパフォーマンスを評価するために、米

沢 6）の技術評価基準をもとに、表 1 に示すよう

に 8 段階に分けた。

3） 相手の攻撃を、レセプション後の攻撃とラリー

中の攻撃に分けた。

4） 今後のブロック技術やブロック戦術のトレーニ

ングを開発するために、F 大学女子チームの 1）

～ 3）の測定項目についても調査した。

３　測定方法
　資料の収集に関しては、資料の正確性を保証す

るたに一旦 VTR に録画し、後日再生して、独自の

記録用紙を用いて測定を行った。評価については、

測定評価経験のある大学バレーボール部員 2 名が

測定した。

４　分析方法
1） ブロック枚数と相手のスパイク決定率について

 得られた資料を整理し、ブロック枚数ごとの出

現率、相手スパイクの決定率を算出した。次に、

ブロック枚数の出現率が低かった 0.5 枚、2.5 枚、

3 枚のブロックを除き、1 枚ブロック、1.5 枚ブ

表1 ブロックパフォーマンスの評価

表2 ブロックの参加状況
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ロックおよび 2 枚ブロックによって、相手のス

パイク決定率に差があるかどうか明らかにする

ため、独立性の検定を行った。

2） レセプションからのブロック出現率とラリー中

のブロック出現率の比較について

 レセプションからのブロック出現率とラリー中

のブロック出現率に差があるかどうかを明らか

にするため、1 枚ブロック、1.5 枚ブロックおよ

び2枚ブロックについて独立性の検定を行った。

3） F 大学と全体の比較について

 F 大学のトランジッション能力を高めるための

ブロック技術とブロック戦術のトレーニングを

開発するために、F 大学と全体のブロック枚数

の出現率および相手スパイクの決定率について

独立性の検定を行った。

Ⅲ　結果および考察

１　ブロック枚数の出現率について
　ブロックの「三角ゾーン」が出現する不完全ブ

ロック（0.5 枚、1.5 枚、2.5 枚）と完成ブロック（1

枚、2 枚、3 枚）のそれぞれの出現率の結果は、表

3 に示す通りであった。

　不完全ブロックの出現率は、それぞれ 0.5 枚で

1.02％、1.5 枚で 19.83％、2.5 枚で 0.03％であった。

これに対して、完全ブロックの出現率は、それぞ

れ 1 枚 22.78％、2 枚 56.35％、3 枚 0.10％であった。

　このことより、大学女子においては、不完全ブ

ロックでは、1.5 枚が最も出現率が高く、0.5 枚や 2.5

枚といったブロックは、1％程度であり、ほとんど

現れないことが明らかになった。

　大学男子を対象にした蔦宗 5）の研究では、0.5 枚

のブロック出現率は 2.0％、2.5 枚のブロック出現率

においても 0.4％であり、ほとんど出現しておらず、

本研究の結果とも一致するものでる。大学女子で

は、3 枚ブロックの戦術を用いるチームはほとんど

なく、そのため、3 枚ブロックや 2.5 枚のブロック

の出現率が、0.10％および 0.03％とわずかであった

と考えられる。

　ブロックの出現率が最も高かったのは、2 枚ブ

ロックで 56.35％、次いで 1 枚ブロックの 22.78％、1.5

枚ブロックの 19.83％の順であった。大学男子を対

象にした蔦宗 5）の研究においても、2 枚ブロックが

54.0％と最も高く、次いで 1 枚ブロックが 29.3％、

不完ブロックの 1.5 枚が 9.8％となり、本研究の結

果と同様の出現傾向を示している。

　大学女子の 1.5 枚ブロックの出現率が、大学男子

に比べて 10.03％も高かった。これは、女子の方が

ネットの高さが低いので、ファーストテンポの攻

撃、セカンドテンポの攻撃およびサイドの速い攻

表3 ブロック出現率と相手スパイク決定率について
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撃では、攻撃までの時間が短くなり、ブロックに

跳び遅れる場合が多かったためと推測される。

　大学男子に比べて大学女子の方が、不完全ブロッ

クの 1.5 枚になる割合が 10.03％も高かった。この

ことより、大学女子の方が、ブロックの三角ゾー

ンがつくりだされる割合が高いので、相手の攻撃

をトランジッションする能力にも大きく影響して

いると考えられる。したがって、ブロックの三角

ゾーンを作りださないようにするブロック技術や

ブロック戦術のトレーニングは、大学男子よりも

大学女子の方が重要であると考えられる。

２　ブロック枚数と相手スパイク決定率に
　　ついて
　1 枚ブロック、1.5 枚ブロックおよび 2 枚ブロッ

クのときの相手スパイク決定率は、表 3 および図 1

に示す通り、それぞれ 33.73％、36.40％、24.96％で

あった。

　1 枚ブロック、1.5 枚ブロックおよび 2 枚ブロッ

クの時に、相手のスパイク決定率に差があるかど

うかを明らかにするため、独立性の検定を行った。

その結果、図 1 に示す通り、1 枚ロックと 2 枚ブロッ

ク、1.5 枚ブロックと 2 枚ブロックの間に有意な差

（P ＜ 0.01）が認められた。また、1 枚ブロックと 1.5

枚ブロックの間には、有意な差は認められなかっ

た。

　ブロックが、1 枚ブロックから 2 枚ブロックにな

ると、相手のスパイク決定率は、8.83％低下するこ

とが明らかになった。蔦宗 5）も 1 枚ブロックから

2 枚ブロックに増えることで、相手のスパイク決定

率が 14.9％低下することを報告しており、本研究の

結果とも一致するものである。完全ブロックの枚

数が増えると、相手のスパイク攻撃をブロックし

たり、ブロックでワンタッチをとってレシーブし

易すい状況を多く作りだす。そして、スパイクコー

スが限定されるので、レシーブできる状況が多く

なるため、相手のスパイク決定率が低下したと考

えられる。

　1.5 枚ブロックのときの相手スパイク決定率は

36.40％で、1 枚ブロックのときの相手スパイク決定

率は 33.73％であった。1.5 枚ブロックの方が 2.67％

ほど高くなるが、有意差は認められなかった。小川 3）

は、大学男子を対象に、ブロック枚数とディフェ

ンスの効果について検討した。その結果、1 枚ブ

ロックの効果率は 27.2％、1.5 枚ブロックの効果率

は 24.0％であった。1.5 枚ブロックの方が 3.2％ほど

低下するものの、統計的な有意差は認められなかっ

たと報告している。統計的な有意差は認められな

かったものの、1 枚ブロックよりも 1.5 枚ブロック

の方が、わずかにブロック効果率が低下した。こ

図1　ブロック枚数ごとの相手スパイク決定率について
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のことより、相手のスパイク決定率もわずかに高

まったと推測できるので、本研究の結果を裏づけ

るものと考えられる。

　1.5 枚ブロックでは、不完全ブロックが作り出す

三角ゾーンによって、2 枚ブロックよりも 11.64%

も相手の攻撃が決まりやすくなりなることが明ら

かになった。

　これは、不完全なブロックによって作り出され

る三角ゾーンによって、ブロック自体に当たって、

コート外などにブロックアウトになる場合。また、

ブロックに当たって、ネットとの間にボールを吸

い込んだり、ディグできない場所にボールが落ち

る場合が多くなったためと考えられる。そして、

ブロックの間や不完全なブロックの上から攻撃さ

れることで、ディグ（スパイクレシーブ）するこ

とが難しくなったためと考えられる。

　小川 3）は、1.5 枚ブロックにおけるディグを含め

たディフェンス成功率が、1 枚ブロックより 12.8％

も低下することを明らかにしている。不完全なブ

ロックによって作り出される三角ゾーンは、ブロッ

ク自体の効果率を低下させるだけでなく、ディグ

を含めたトータルディフェンスの能力を大きく低

下させる。したがって、相手の攻撃に対するトラ

ンジッション能力も大きく低下させたと推測でき

る。

３　レセプションとラリー中の相手攻撃に
　　対するブロック枚数の出現率
　相手のレセプションからの攻撃と、ラリー中の

攻撃に対するブロック枚数の出現率に、差がある

かどうか独立性の検定を行った。その結果、表 4

および図2に示すように、1枚ブロック、1.5枚ブロッ

クおよび 2 枚ブロックすべてにおいて、有意な差（P

＜ 0.01）が認められた。

　レセプションからの攻撃に対する 1 枚ブロック

と1.5枚ブロックの出現率が、ラリー中の1枚ブロッ

クと 1．5 枚ブロックの出現率と比較して、それぞ

れ 4.24％および 6.27％と高かった。逆に、2枚ブロッ

クの出現率については、ラリー中の方が 9.95％高

かった。レセプションからの相手の攻撃に対して、

1 枚ブロックや 1.5 枚ブロックになる割合が高いの

は、レセプションがセッターに正確に返球される

ことで、コンビネーション攻撃を組み立てられて

しまう。そうすると、ブロッカーが的を絞ること

ができず、1 枚ブロックや 1.5 枚ブロックになるこ

とが多くなったと考えられる。

　ラリー中は、ディグからのトランジッションに

なるため、セッターにしっかり返球できず、ハイ

セット（2 段トス）からの攻撃など、サードテンポ

の攻撃が多くなる。そのため、ラリー中の2枚ブロッ

クの出現率が高くなったと考えられる。

表4 レセプション後の攻撃とラリー中の攻撃に対するブロックの出現率について
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　このことより、ラリー中の相手攻撃に対するブ

ロックよりも、相手のレセプションからの攻撃に

対するプロックが、1.5 枚ブロックになる割合が高

いことが明らかになった。したがって、レセプショ

ンからの攻撃に対するブロック技術とブロック戦

術のトレーニングが重要と考えられる。

　このようなことを踏まえ、相手のレセプション

からの攻撃に対するブロックは、1.5 枚の不完全ブ

ロックを作らず、2 枚の完成ブロックを多くするブ

ロック技術やブロック戦術のトレーニングを開発

することが重要である。また、相手のサイドの速

い攻撃に対しては、1 枚の完成ブロックで対応した

りするブロック戦術と、そのときのフロアーディ

フェンスとの調整をするトータルディフェンスの

トレーニングが重要であると考えられる。

４　F大学のブロック枚数の出現率と相手
　　スパイク決定率について
　F 大学の 1 枚ブロック、1.5 枚ブロックおよび 2

枚ブロックの出現率は、表 5 および図 3 に示す通

りであった。1 枚ブロックは 21.18％、1.5 枚ブロッ

クは 18.01％、2 枚ブロックは 57.64％であった。九

州大学バレーボール女子リーグ戦全体のブロック

出現率と比較すると、1 枚ブロックと 1.5 枚ブロッ

クの出現率は、それぞれ 1.6％と 1.92％とわずかに

低い値で、有意な差は認められなかった。また、2

枚ブロックの出現率では、1.49％とわずかに高い値

で、有意な差は認められなかった。F 大学のブロッ

ク出現率と同リーグ戦全体のブロック出現率は、

ほとんど変わらないことが明らかになった。

米沢 7）は、過去に F 大学のブロック戦術について、

図2　レセプション後の攻撃とラリー中の攻撃に対するブロックの出現率について

表5 福岡大学のブロック出現率および相手スパイク決定率と全体の比較について
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バンチ・リードブロックだけでなく、相手のセッ

ターが前衛のときには、攻撃者が 2 人となるので、

ディディケート・ブロック戦術を用いた。その結果、

ファーストテンポの攻撃とサードテンポの攻撃に

対するブロックパフォーマンスが高まったことを

報告している。

　F 大学のブロックパフォーマンスについて、過去

にそのような戦術を用いて、成果を上げたとして

も、現在の F 大学の 1.5 枚ブロックの出現率も、リー

グ全体と変わらず、ブロックの三角ゾーンを同じ

ように作り出していることが明らかになった。

　したがって、F 大学においては、ブロックの三角

ゾーンを作らないためのブロック技術や、ブロッ

ク戦術のトレーニングを行う必要がある。

　そのためには、ブロック技術では、選手個々の

ブロック時の移動スピード、ブロック完成までの

速さ、相手のセッターやスパイカーに対する予測

能力といったブロック技術を改善しなければなら

ない。その上で、相手の攻撃に対するブロック戦

術や、ディグを含めたトータルディフェンスのシ

ステムを、新たに開発してトレーニングする必要

があると考えられる。

　また、1 枚ブロック、1.5 枚ブロック、2 枚ブロッ

ク時の相手スパイク決定率は、表 5 および図 4 に

示す通り、それぞれ 31.50％、33.02％、22.28％であっ

た。同リーグ戦全体の結果と比較すると、それぞ

れ 1 枚ブロックで 2.23％、1.5 枚ブロックで 3.32％、

2 枚ブロックで 2.68％と相手のスパイク決定率が低

かったが、有意な差は認められなかった。このこ

とより、F 大学とリーグ戦全体の相手スパイク攻

撃に対するブロックを含めたディフェンス能力は、

ほとんど差がないことが明らかになった。

　したがって、F 大学においても次の 2 点を改善す

ることが必要である。第 1 点は、相手スパイク決

定率を高めてしまう 1.5 枚ブロックが作り出す三角

ゾーンの出現率を低下させること。第 2 点は、1 枚

ブロックおよび 2 枚ブロック時のブロックとディ

グを含めたトータルディフェンスを向上させる技

術と戦術のトレーニングを行うこと。その結果と

して、相手の攻撃を切り返すトランジッション能

力を高めることである。

Ⅳ　結論

　九州大学バレーボール女子 1 部リーグ戦を対象

に、1枚、2枚の完全ブロックと1.5枚の不完全ブロッ

クの出現率、およびそれぞれのブロック時の相手

スパイク決定率から、次のような結論を得た。また、

同リーグに所属する F 大学のブロック出現率と相

手スパイク決定率を比較検討することで、Ｆ大学

図3　Ｆ大学と全体のブロック出現率について
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図4　Ｆ大学と相手スパイク決定率について

のブロック技術やブロック戦術に示唆を与えるこ

とができた。

１　大学女子リーグにおける 1 枚ブロック、1.5 枚

ブロックおよび 2 枚ブロックの出現率は、それぞ

れ 22.78％、19.83％および 56.35％であった。1.5 枚

の不完全ブロックは大学男子に比べ、10.6％も高い

値であった。したがって、大学男子よりも大学女

子において、不完全な 1.5 枚ブロックを作らないた

めのブロック技術とブロック戦術のトレーニング

が重要である。

２　1 枚ブロック、1.5 枚ブロックおよび 2 枚ブロッ

ク時の相手スパイク決定率は、それぞれ 33.73％、

36.40％、24.96％であった。1.5 枚時の相手スパイク

決定率は、1 枚ブロックよりも 2.36％とわずかに高

い値で、有意な差は認められなかった。

３　レセプションからの相手の攻撃に対するブ

ロック出現率と、ラリー中の相手からの攻撃に対

するブロック出現率を比較したところ、レセプショ

ンからの不完全な 1.5 枚ブロックにおいて、7.17％

高い値であった。このことより、相手のレセプショ

ンからの攻撃に対するブロック技術とブロック戦

術のトレーニングを優先して改善すべきことが明

らかになった。

４　F 大学において 1.5 枚の不完全ブロックの出現

率および相手のスパイク決定率において、同リー

グ戦全体の結果とほとんど同じ傾向であった。こ

のことより、F 大学においても、不完全ブロックの

出現率を低下させるためのブロック技術とブロッ

ク戦術のトレーニングが必要である。そして、1 枚

と 2 枚ブロック時のトータルディフェンス能力を

改善する必要性が明らかになった。
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